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PRESS RELEASE 

モンゴルでの廃タイヤの不法投棄問題解決 

に向け、東松島市の企業が調査を開始 
～持続可能な資源循環モデルの構築に貢献～ 

 

独立行政法人国際協力機構（以下：JICA）は、「中小企業・SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）」

2025年度公示において、株式会社東部環境（代表取締役：工藤豊和、本社所在地：宮城県東松島

市）が提案した「モンゴル国 廃タイヤ不法投棄問題の解決と持続可能な資源循環に向けたニー

ズ確認調査」を採択しました。 

本調査は、2026 年 5 月より、モンゴル国ウランバートル市を中心に、廃タイヤの適正処理お

よび再資源化に関する市場ニーズや制度環境を把握し、同社が得意とする環境に優しい処理方

法やリサイクル製品化技術の現地における事業化の可能性を検証するものです。 

 

◇ モンゴルにおける課題解決に向けた取り組み 

モンゴルでは、急速な都市化や自動車保有台数の増加に伴い、廃タイヤの排出量が増大してい

ます。一方で、適正な処理やリサイクルの仕組みが未整備であるため、不法投棄や野焼きなどに

よる環境汚染や健康被害が深刻な社会課題となっています。 

株式会社東部環境は、こうした課題に対し、以下の特徴を持つ廃タイヤ資源循環モデルの現地

導入を目指します。 

 

⚫ 廃タイヤの回収から処理、再資源化、製品販売までを一体化したビジネスモ

デル 

⚫ 焼却ではなく、熱分解・粉砕技術による環境負荷の低い処理技術 

⚫ 高稼働率かつ低メンテナンス性を実現する処理システム 

 

これにより、不法投棄や燃焼による環境汚染の抑制とともに、再生燃料等の供給を通じて資源

循環型社会の実現に貢献します。 

本件に関して、株式会社東部環境へのインタビューが可能です。取材をご希望の場合は、お問

い合わせ窓口までご連絡ください。 

 

なお、今回の 2025年度公示では、全国で 62件が採択され、そのうち東北地域では 3件（株式

会社東部環境［宮城県］、株式会社 C&A［宮城県］、神田産業株式会社［福島県］）が採択されてい

ます。 
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【参考情報】 

 中小企業・SDGsビジネス支援事業について（JICA公式） 

https://www.jica.go.jp/priv_partner/activities/index.html 

 

 2025年度採択結果（ニュースリリース：62件採択） 

https://www.jica.go.jp/information/press/2025/20251222_11.html    

 

 

～本ビジネスが達成に貢献する SDGs～ 

   

  

 

 

 

【本件に関する問い合わせ先／お申込み先】  JICA東北 市民参加協力課 担当：吉岡・川﨑 

入力フォーム： https://forms.office.com/r/HsCRWCg7pw  

TEL:022-223-4772  FAX:022-227-3090 
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